
令和６年度 アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 新潟県教育委員会

新発田市教育委員会 新発田立東中学校

単元名：（２学年）課題解決型職場体験学習・・・ねらい
（１）職場で働く実体験を通して、職業の選択や働くことの意味や価値について考えを深める。
（２）自分の適性や興味関心に目を向け、自らの進路を主体的に選択する力を養う。
（３）あいさつや場に適した言葉づかいなど、社会生活を送る上で必要な礼儀やマナーを身につける。
（４）アクションやまとめレポート作成等を通して積極的に情報収集を行い、活用する技能を高める。
（５）体験のまとめと発表を通して、表現力を高める。

事業所にアポイントメント

依頼・お礼の手紙作成

働くこととは何か（ダイヤモンドランキング）

電話のかけ方、手紙の書き方

職業意識形成支援授業
ハローワーク「マナー講座」

職場体験事業所との交流
「生き方トーク、仕事トーク」

職場体験学習

新発田市地域整備部計画調
整課「土木出張PR」

職業調べ

主な学習内容

依頼・お礼の手紙作成

場面想定したロールプレイ 夏休み事業所訪問

課題に対するアクション

発表会発表スライド、原稿作成

学校支援型

実践のテーマ：学びの価値を自覚するアントレプレナーシップ教育の推進

実践の概要
総合的な学習における既存のカリキュラムを探究のサイクルを重視した単元構成に再構成し、ＩＣＴ機器を活用した学習ログ
の蓄積とキャリアパスポートの機能的な活用を行うことで、生徒が学びの価値を自覚することができるようにする。



新発田市立東中学校 ２年生総合的な学習の時間

課題解決型 職場体験学習
課題

 職場体験学習でお世話になった事業所の皆様のために、
私たちができることについて考え、実践する。

事業所の方から ミッション提示

7月18日、19日
職場体験学習

7月9日
生き方トーク・仕事トーク

私たちの仮アクションはどうですか？

夏休み 事業所訪問

現場に入り、お話を聞いて
分かったことや気がついた。

もっと改善したい

 

中学2年生の
 私たちにできること

アクション（案）を考える

生き方トーク・仕事トークや職場体験での学びを基に



アクション及び職場体験での学び発表会
（新発田市中教研総合部会発表）

参加事業所16カ所、新発田市中教研総合部会担当者、2年生保護者、
地域の方々に向けて

〇事業所の方と関わる場面が多く、働くことを身近に感じるこ
とができた。事業所の方の思いに触れることで、生徒自身の
やる気や思いやりが生まれる場面も見られた。
〇ミッションを与えられることで、事業所との関係性が強まった。
〇教師自身が、事業所との関わりを深めることで、視野が広
がり、学びのポイントをたくさん示すことができた。
〇動画やスライド制作が身近にできる環境があるので、活用
しながらアクションを行うことができた。
〇生徒の主体性に任せる場面が多く、大人ではひらめかない
ような発想でアクションに取り組む生徒もいた。

▲学習時間がかかる。特にアクションにそれが言える。本来の
総合的な学習の時間では収まらない。事業所の方に依頼し
たものなので、それに応えるための内容に取り組ませるのは簡単
ではない。
▲渉外について。相手も組織で仕事をしているので、確認や判
断を仰ぐためには、ある程度の時間が必要で、一度で済まない。
各事業所ごとに10回は電話をした。それ以上の所もある。また、
担当者が不在のことも多い。
▲事業所からも負担の大きい取組であると訴えがある。課題
解決型で行うならば、協力はできないという所もあった。また、
これをやる前に、中学生として身につけておかなければならない
ことがあるのではないか、求めるレベルが高すぎるのではないかと
いうご指摘もあった。

課 題

成 果
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